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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期
第３四半期
累計期間

第29期
第３四半期連結
累計期間

第28期
第３四半期
会計期間

第29期
第３四半期連結
会計期間

第28期

会計期間

自平成21年
６月１日
至平成22年
２月28日

自平成22年
６月１日
至平成23年
２月28日

自平成21年
12月１日
至平成22年
２月28日

自平成22年
12月１日
至平成23年
２月28日

自平成21年
６月１日
至平成22年
５月31日

売上高（千円） 28,309,37829,183,8059,317,7189,764,95038,043,299

経常利益（千円） 2,775,1453,510,2211,012,1771,260,3493,855,917

四半期（当期）純利益（千円） 1,244,0711,730,911477,994 690,2241,770,391

純資産額（千円） ― ― 19,142,11020,830,87219,665,271

総資産額（千円） ― ― 27,622,59028,912,15028,922,281

１株当たり純資産額（円） ― ― 1,199.161,296.911,231.93

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
77.93 108.43 29.94 43.24 110.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ― ― ―

自己資本比率（％） ― ― 69.3 71.6 68.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,141,0092,199,161 ― ― 3,547,570

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△947,218△729,336 ― ― △1,275,700

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,697,274△1,641,049 ― ― △1,942,959

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
― ― 5,192,4706,537,8096,024,863

従業員数（人） ― ― 730 703 725

　（注）１.第28期第３四半期累計（会計）期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、第28期第３四半期連結累計

(会計）期間に代えて、第28期第３四半期累計（会計）期間について記載しております。また、第28期について

は、提出会社の数値を記載しております。

２.売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　 当第３四半期連結会計期間において当社グループ（当社及び当社の関係会社、以下同じ。）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　　

 

３【関係会社の状況】

　　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　　　

 

４【従業員の状況】

(１）連結会社の状況 平成23年２月28日現在

従業員数（人）     703　(1,329)　

　（注）１.従業員数は就業人員であります。

　　　　２.上記従業員数の中にＢＳレギュラーすなわちブルームシステム（社員独立制度）により、将来独立を前提とした

社員264人が含まれております。

　　　　３.従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であり、パートタイマー（１日

８時間換算）であります。

　

　

(２）提出会社の状況 平成23年２月28日現在

従業員数（人） 688　(1,314)  

　（注）１.従業員数は就業人員(当社から当社グループへの出向者を除く）であります。

２.上記従業員数の中にＢＳレギュラーすなわちブルームシステム（社員独立制度）により、将来独立を前提と

した社員264人が含まれております。

３.従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であり、パートタイマー（１日

８時間換算）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは、単一セグメントであるため品目別、事業部門別及び地域別により記載しております。

（１）生産実績

   当社グループの品目別生産実績は、次のとおりであります。　

品目

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）
                千円

ポークソース 1,444,543

甘口ポークソース 201,207

フライ専用油 147,281

ロースカツ 146,726

チキンカツ 107,482

その他 540,522

合計 2,587,763

（注）１. 前第３四半期連結会計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期比については記載して

おりません。

２. 生産金額は、加盟店への販売価格等をもとに算出しております。

３. 上記金額には消費税等は含まれておりません。

(２）受注状況

　見込生産によっておりますので、受注高及び受注残高について記載すべき事項はありません。

(３）販売実績

　　当社グループの事業部門別及び地域別販売実績は次のとおりであります。　

イ　事業部門別販売実績

事業部門

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）
                  千円 

カレー事業 　

直営店売上高 3,719,665

ＦＣ向売上高 5,600,735

その他収入 172,560

計 9,492,961

新業態事業 　

直営店売上高 267,690

ＦＣ向売上高 4,298

計 271,989

合計 9,764,950

（注）１. 前第３四半期連結会計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期比については記載して

おりません。

　　　２. 新業態事業には、パスタ、カレーらーめん及びハンバーグ事業が含まれております。

　　　３.「その他収入」は、加盟金収入、リベート収入、損・生保手数料収入及び債務保証料収入等であります。

４.上記金額には消費税等は含まれておりません。
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ロ　直営店の地域別販売実績

　
地域別

　
都道府県別

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

売上高
（千円）

構成比
（％）

期末
店舗数
（店）

国内　

北海道地区 北海道 118,9803.0 11

東北地区

青森県 39,3081.0 3

秋田県 42,9591.1 4

山形県 10,4250.3 1

宮城県 38,6211.0 3

福島県 21,8050.5 2

関東地区

東京都 482,80112.1 29

千葉県 141,2153.5 9

神奈川県 80,4512.0 5

埼玉県 100,9672.5 7

茨城県 34,9520.9 3

群馬県 7,6650.2 1

栃木県 102,9492.6 8

中部地区

愛知県 520,68413.1 46

岐阜県 153,5193.8 11

静岡県 202,5785.1 15

山梨県 30,1540.8 1

長野県 79,9372.0 7

新潟県 54,9431.4 5

富山県 83,6622.1 6

石川県 73,7491.8 7

関西地区

京都府 96,2042.4 6

大阪府 378,1349.5 27

兵庫県 125,3703.1 8

奈良県 38,1931.0 2

滋賀県 39,8571.0 2

三重県 45,7471.1 4

和歌山県 53,8221.3 3

中国・

四国地区

岡山県 94,4452.4 4

広島県 150,0803.8 8

山口県 65,5231.6 4

鳥取県 12,1060.3 1

島根県 22,3750.6 1

香川県 21,9830.6 1

九州・

沖縄地区

福岡県 106,0212.7 7

佐賀県 29,1700.7 2

長崎県 10,4710.3 1

大分県 97,1642.4 6

熊本県 73,3141.8 6

沖縄県 76,0181.9 4

　 小計 3,958,34299.3 281

海外  香港 　 29,0130.7 1

　 小計 29,0130.7 1

　 合計 3,987,356100.0282

（注）上記金額には消費税等は含まれておりません。
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ハ　フランチャイズ店等の地域別販売実績

地域別 都道府県別

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

売上高
（千円）

構成比
（％）

期末店
舗数
（店）

国内
　

北海道地区 北海道 151,5921.1 15

東北地区

青森県 17,3520.1 1
岩手県 37,9900.3 3
山形県 33,7820.2 3
宮城県 137,3531.0 12
福島県 61,9110.4 5

関東地区

東京都 2,020,68614.2 130
千葉県 543,7233.8 41
神奈川県 764,5195.4 47
埼玉県 722,8445.1 49
茨城県 210,0731.5 15
群馬県 202,0821.4 16
栃木県 80,5990.6 7

中部地区

愛知県 2,179,77715.3 139
岐阜県 412,1052.9 29
静岡県 289,2302.0 20
山梨県 48,2320.3 4
長野県 162,0991.1 12
新潟県 78,1970.6 5
富山県 55,0240.4 4
石川県 51,3250.4 4
福井県 109,8770.8 9

関西地区

京都府 419,3372.9 29
大阪府 844,1535.9 59
兵庫県 428,3903.0 27
奈良県 120,1860.8 10
滋賀県 187,8451.3 12
三重県 382,9252.7 26
和歌山県 71,6060.5 5

中国・
四国地区

岡山県 212,4661.5 14
広島県 235,4641.7 13
山口県 185,6821.3 12
鳥取県 59,0930.4 4
島根県 36,6450.3 2
香川県 148,2481.0 10
徳島県 103,3570.7 6
愛媛県 161,7431.1 10
高知県 75,1660.5 4

九州・
沖縄地区

福岡県 762,1875.3 53
佐賀県 89,6020.6 7
長崎県 94,5390.7 6
大分県 52,5140.4 4
熊本県 114,1320.8 7
宮崎県 118,5820.8 8
鹿児島県 117,5020.8 8
沖縄県 172,5751.2 9

小計 13,564,33295.1 915

海外

米国 72,0850.5 4
中国 212,1821.5 16
台湾 107,0130.8 9
韓国 159,1841.1 8
タイ 142,0601.0 10

小計 692,5264.9 47
合計 14,256,858100.0962

（注）１.上記金額には消費税等は含まれておりません。
　    ２.上記国内の販売実績は、フランチャイズ店における店舗売上高であります。
　　　３.国内フランチャイズ店は、「（３）販売実績　イ事業部門別販売実績　ＦＣ向売上高」の販売先であります。

EDINET提出書類

株式会社壱番屋(E03329)

四半期報告書

 6/39



２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

  

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　　　

　 また、当第３四半期連結会計期間は連結初年度にあたるため、前第３四半期連結会計期間の記載は行っておりませ

ん。　
　
(１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国向けの輸出や生産の増加などから、全体的に緩やかな回

復基調で推移いたしました。一方で、経済対策の終了に伴う駆け込み需要の反動や、原油や穀物を中心とした国際商品

市況の高騰などから景気の先行きには不透明感が強まってまいりました。

また、企業業績の改善が、個人所得の増加に繋がる動きは鈍く、雇用環境の改善も進まないことから、外食業界にお

きましても引き続き厳しい状況が続きました。

こうした状況の中、国内CoCo壱番屋事業では、「既存店の売上強化」を最重要課題に掲げ、オリジナルのメニューや

販促方法を店舗で考えて実施する「ストアレベルマーケティング」の浸透を図ることで、個店の営業力アップに努め

てまいりました。

また、「宅配の取り組み強化」「ニュータイプ店舗への改装」「メニューの強化」といった従来からの営業施策に

加え、新たな販売チャネルとなるドライブスルーを併設した店舗を増やしてまいりました。

国内CoCo壱番屋の出店状況は、新規出店６店舗、退店３店舗を行い、平成23年２月末の店舗数は３店舗増加し1,164

店舗となりました。

国内新業態事業につきましては、「収益力の強化」を最重要課題として、メニューの見直しや店舗運営力の強化に

取り組むとともに、パスタ・デ・ココでは、不採算店舗のリロケートを１店舗行いました。

平成23年２月末の新業態店舗数は、パスタ・デ・ココ25店舗、麺屋ここいち５店舗、にっくい亭２店舗の計32店舗と

なりました。

こうした結果、当第３四半期連結会計期間における店舗売上高は、全店ベースでは前年同期比4.0％増の175億22百

万円、既存店ベースで同1.8％増となりました。

国内の売上高・客数・客単価の前年同期比増減率及び業態別の出店状況は、以下のとおりであります。
　

「四半期別国内店舗売上高等推移表」　　　　　　　　　　　　　　　　（前年同期比増減率、％）

　
12月 1月 2月

当第3四半期計

（H22/12-H23/2）

 全店売上高 2.8 3.6 5.8 4.0

 既存店売上高 0.6 1.5 3.5 1.8

　 　客数 △0.7 0.3 2.6 0.6

　 　客単価 1.3 1.2 1.0 1.1

（注）店舗売上高は、直営店とＦＣ店の売上高合計です。
　
「国内業態別出店状況」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（店）

　
①新規出店数 ②退店数 純増店舗数

平成23年2月末

店舗数

　 内

直営

　 内

直営

①-② 内

直営

　 内

直営

CoCo壱番屋（※） 6 2 3 1 3 △7 1,164 251

パスタ・デ・ココ（※） 1 1 1 1 － △1 25 23

麺屋ここいち － － － － － － 5 5

粥茶寮kassai － － － － － － 0 0

にっくい亭 1 1 － － 1 1 2 2

合　　計 8 4 4 2 4 △7 1,196 281

（※）直営店からＦＣ店への譲渡をCoCo壱番屋で９店舗、パスタ・デ・ココで1店舗、ＦＣ店から直

　　営店への譲受をCoCo壱番屋で１店舗実施しております。
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海外CoCo壱番屋事業につきましては、新たな展開エリアとして、平成23年２月に米国・ロサンゼルスに１号店を

オープンいたしました。オープン後、売上は堅調に推移しており、年内の２号店、３号店のオープンに向けて準備を進

めております。

海外の出店状況は、以下の表にありますとおり、すでに進出しているアジア各国を中心に４店舗の新規出店を行っ

た一方で、中国で１店舗の退店を行い、平成23年２月末の海外店舗数は３店舗増の49店舗となりました。

　

「海外国別出店状況」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（店）

　
①新規出店数 ②退店数 純増店舗数

平成23年2月末

店舗数

　  内現法

直営

　  内現法

直営

①-②  内現法

直営

　  内現法

直営

米国 1 1 － － 1 1 5 1

中国 1 1 1 1 － － 16 16

台湾 1 1 － － 1 1 9 9

韓国 1 － － － 1 － 8 2

タイ － － － － － － 10 5

香港 － － － － － － 1 1

合　　計 4 3 1 1 3 2 49 34

（注）海外の店舗は、現地法人の直営店と、それ以外のＦＣ店で構成されております。
　
この結果、平成23年２月末の国内外の店舗数は合計1,245店舗となりました。

　
こうした取り組みの結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は、97億64百万円となりました。

利益面につきましては、既存店売上高が堅調であったことに加え、主要食材である米などの仕入価格が低下したこ

となどから、営業利益は12億14百万円、経常利益は12億60百万円となりました。

四半期純利益につきましては、減損損失の減少などもあり６億90百万円となりました。

 　
　
(２）財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況

 　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、289億12百万円となりました。このうち、流動資産は98億33百万円となり、

主な内訳として現金及び預金が67億43百万円となりました。また固定資産は190億78百万円となり、主な内訳として

有形固定資産が133億99百万円となりました。負債は80億81百万円となり、主な内訳として流動負債が45億11百万円

となりました。純資産は208億30百万円となり、主な内訳として利益剰余金が179億80百万円となりました。
　　
②キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。）は、65億37百万円となりました。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー）

 　当第３四半期連結会計期間において、営業活動による資金の増加は３億98百万円となりました。これは主に税金等

調整前四半期純利益12億15百万円の計上、減価償却費２億47百万円の非現金支出費用があった一方で、法人税等の支

払８億13百万円があったことなどによるものであります。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 当第３四半期連結会計期間において、投資活動による資金の減少は１億75百万円となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出２億80百万円や有価証券の取得による支出４億99百万円などがあった一方で、店舗売却に

よる収入１億22百万円や有価証券の償還による収入５億円があったことなどによるものであります。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー）

　 当第３四半期連結会計期間において、財務活動による資金の減少は３億42百万円となりました。これは主に短期借

入金の返済による支出９億円があった一方で、短期借入れによる収入６億円があったことなどによるものでありま

す。
　
(３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

     当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
　
(４）研究開発活動

　 　該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 57,600,000

計 57,600,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年４月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,963,000 15,963,000

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数　

100株　

計 15,963,000 15,963,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年12月１日

～

平成23年２月28日

― 15,963,000 ― 1,503,270 ― 1,388,470

 

（６）【大株主の状況】

　　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

①【発行済株式】

 平成22年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

15,960,600
159,606 ―

単元未満株式
普通株式

2,400
― ―

発行済株式総数 15,963,000 ― ―

総株主の議決権 ― 159,606 ―

　

②【自己株式等】

 平成22年11月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― 　― ― ― ―

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
６月

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
平成23年
１月

２月

最高（円） 2,277 2,278 2,257 2,299 2,294 2,277 2,358 2,393 2,410

最低（円） 2,161 2,188 2,186 2,211 2,245 2,239 2,235 2,331 2,366

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役相談役 ― 宗次　直美 平成22年11月30日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について
　
(１）当社の当第３四半期連結会計期間（平成22年12月１日から平成23年２月28日まで）及び当第３四半期連結累計

期間（平成22年６月１日から平成23年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用

語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号。）に基づいて作成しております。

　

(２）当社の前第３四半期会計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び前第３四半期累計期間（平

成21年６月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63号。）に基づいて作成しております。　

　

(３）前事業年度（平成21年６月１日から平成22年５月31日まで）は連結財務諸表を作成していないため、前連結会

計年度末に係る要約連結貸借対照表に代えて、前事業年度に係る要約（個別）貸借対照表を記載しております。ま

た、前第３四半期会計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年

６月１日から平成22年２月28日まで）は四半期連結財務諸表を作成していないため、前第３四半期連結会計期間

（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年６月１日から平成22

年２月28日まで）に係る四半期連結損益計算書並びに前第３四半期連結累計期間（平成21年６月１日から平成22

年２月28日まで）に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第３四半期会計期間（平成21年12月１

日から平成22年２月28日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年６月１日から平成22年２月28日まで）に係

る四半期（個別）損益計算書並びに前第３四半期累計期間（平成21年６月１日から平成22年２月28日まで）に係

る四半期（個別）キャッシュ・フロー計算書を記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年12月１日から平成22

年２月28日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年６月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年12月１日から平成23年２月28日まで）及び当第３四半期連結累計期

間（平成22年６月１日から平成23年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査法人トーマツ

による四半期レビューを受けております。

 

３.　四半期連結財務諸表について

　当社は、前事業年度に米国、香港において子会社を設立いたしましたが、その定量的且つ定性的重要性が乏しいこと

を理由に、連結財務諸表は作成しておりませんでした。平成22年６月に壹番屋香港有限公司で１号店（カレー事業）

がオープンし、また、ICHIBANYA USA ,INC.においても、平成23年１月に１号店がオープン予定となったことにより、当

社の海外戦略の柱となる子会社として、当該子会社の重要性が高まったと判断致しました。そのため、当社は、当該子

会社を連結対象とし、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】
【当第３四半期連結会計期間末】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,743,076

売掛金 2,060,108

商品及び製品 292,657

仕掛品 16,057

原材料及び貯蔵品 194,706

繰延税金資産 105,254

その他 422,080

貸倒引当金 △153

流動資産合計 9,833,788

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,112,994

機械装置及び運搬具（純額） 504,896

土地 5,968,480

リース資産（純額） 468,090

その他（純額） 344,876

有形固定資産合計 ※1
 13,399,338

無形固定資産 232,207

投資その他の資産

投資有価証券 1,528,778

繰延税金資産 962,439

差入保証金 2,460,374

その他 606,557

貸倒引当金 △111,333

投資その他の資産合計 5,446,816

固定資産合計 19,078,361

資産合計 28,912,150
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,863,408

短期借入金 600,000

未払金 967,710

未払法人税等 505,746

賞与引当金 105,297

資産除去債務 7,068

その他 462,296

流動負債合計 4,511,528

固定負債

リース債務 397,719

退職給付引当金 397,943

債務保証損失引当金 22,053

長期預り保証金 2,214,934

資産除去債務 422,051

その他 115,047

固定負債合計 3,569,749

負債合計 8,081,278

純資産の部

株主資本

資本金 1,503,270

資本剰余金 1,388,470

利益剰余金 17,980,697

自己株式 △101

株主資本合計 20,872,335

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △102,411

為替換算調整勘定 △67,374

評価・換算差額等合計 △169,785

少数株主持分 128,322

純資産合計 20,830,872

負債純資産合計 28,912,150
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【前事業年度末】
（単位：千円）

前事業年度末に係る
要約(個別)貸借対照表
(平成22年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,024,863

売掛金 2,220,167

商品及び製品 303,136

仕掛品 10,941

原材料及び貯蔵品 173,713

繰延税金資産 182,494

その他 381,531

貸倒引当金 △157

流動資産合計 9,296,690

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 5,642,044

構築物（純額） 474,914

機械及び装置（純額） 562,550

車両運搬具（純額） 560

工具、器具及び備品（純額） 250,987

土地 5,984,676

リース資産（純額） 458,457

建設仮勘定 5,233

有形固定資産合計 ※1
 13,379,424

無形固定資産 199,677

投資その他の資産

投資有価証券 1,502,492

関係会社株式 786,781

繰延税金資産 933,235

差入保証金 2,579,941

その他 351,789

貸倒引当金 △107,752

投資その他の資産合計 6,046,488

固定資産合計 19,625,590

資産合計 28,922,281
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（単位：千円）

前事業年度末に係る
要約(個別)貸借対照表
(平成22年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,056,026

短期借入金 1,500,000

未払金 979,124

未払法人税等 862,089

賞与引当金 214,199

その他 462,676

流動負債合計 6,074,116

固定負債

リース債務 394,829

退職給付引当金 341,751

債務保証損失引当金 22,053

長期預り保証金 2,214,652

その他 209,606

固定負債合計 3,182,892

負債合計 9,257,009

純資産の部

株主資本

資本金 1,503,270

資本剰余金 1,388,470

利益剰余金 16,892,490

自己株式 △101

株主資本合計 19,784,129

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △118,857

評価・換算差額等合計 △118,857

純資産合計 19,665,271

負債純資産合計 28,922,281
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（２）【四半期連結損益計算書】
【前第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期(個別)累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成22年２月28日)

売上高 28,309,378

売上原価 14,369,287

売上総利益 13,940,090

販売費及び一般管理費 ※1
 11,311,720

営業利益 2,628,370

営業外収益

受取利息及び配当金 36,337

受取家賃 358,412

その他 95,552

営業外収益合計 490,301

営業外費用

支払利息 30,110

賃貸費用 301,614

その他 11,802

営業外費用合計 343,526

経常利益 2,775,145

特別利益

店舗売却益 11,977

受取和解金 ※2
 86,454

特別利益合計 98,431

特別損失

固定資産除却損 ※3
 71,546

減損損失 ※4
 448,169

その他 59,258

特別損失合計 578,974

税引前四半期純利益 2,294,603

法人税、住民税及び事業税 1,115,798

法人税等調整額 △65,266

法人税等合計 1,050,531

四半期純利益 1,244,071
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【当第３四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成23年２月28日)

売上高 29,183,805

売上原価 14,450,673

売上総利益 14,733,131

販売費及び一般管理費 ※1
 11,340,772

営業利益 3,392,358

営業外収益

受取利息及び配当金 36,217

受取家賃 369,979

その他 61,281

営業外収益合計 467,478

営業外費用

支払利息 18,997

賃貸費用 319,530

その他 11,087

営業外費用合計 349,614

経常利益 3,510,221

特別利益

店舗売却益 52,661

受取補償金 ※2
 14,600

その他 14,600

特別利益合計 81,862

特別損失

固定資産除却損 ※3
 47,117

減損損失 ※4
 271,156

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 118,253

役員退職慰労金 44,880

その他 42,339

特別損失合計 523,746

税金等調整前四半期純利益 3,068,337

法人税、住民税及び事業税 1,303,156

法人税等調整額 36,905

法人税等合計 1,340,061

少数株主損益調整前四半期純利益 1,728,276

少数株主損失（△） △2,635

四半期純利益 1,730,911

EDINET提出書類

株式会社壱番屋(E03329)

四半期報告書

18/39



【前第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期(個別)会計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年２月28日)

売上高 9,317,718

売上原価 4,691,569

売上総利益 4,626,148

販売費及び一般管理費 ※1
 3,693,044

営業利益 933,104

営業外収益

受取利息及び配当金 13,392

受取家賃 118,919

その他 58,482

営業外収益合計 190,795

営業外費用

支払利息 9,454

賃貸費用 100,213

その他 2,053

営業外費用合計 111,721

経常利益 1,012,177

特別利益

店舗売却益 375

その他 162

特別利益合計 538

特別損失

固定資産除却損 ※2
 21,933

減損損失 ※3
 117,312

その他 6,994

特別損失合計 146,240

税引前四半期純利益 866,475

法人税、住民税及び事業税 333,151

法人税等調整額 55,330

法人税等合計 388,481

四半期純利益 477,994
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【当第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年２月28日)

売上高 9,764,950

売上原価 4,833,548

売上総利益 4,931,402

販売費及び一般管理費 ※1
 3,716,583

営業利益 1,214,818

営業外収益

受取利息及び配当金 13,276

受取家賃 124,332

その他 28,664

営業外収益合計 166,273

営業外費用

支払利息 5,465

賃貸費用 110,089

その他 5,188

営業外費用合計 120,742

経常利益 1,260,349

特別利益

店舗売却益 9,919

その他 167

特別利益合計 10,086

特別損失

固定資産除却損 ※2
 11,717

減損損失 ※3
 29,354

その他 14,173

特別損失合計 55,245

税金等調整前四半期純利益 1,215,190

法人税、住民税及び事業税 444,641

法人税等調整額 80,762

法人税等合計 525,403

少数株主損益調整前四半期純利益 689,787

少数株主損失（△） △437

四半期純利益 690,224
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【前第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期(個別)累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成22年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 2,294,603

減価償却費 729,825

減損損失 448,169

賞与引当金の増減額（△は減少） △115,925

退職給付引当金の増減額（△は減少） 41,905

受取利息及び受取配当金 △36,337

支払利息 30,110

売上債権の増減額（△は増加） 231,306

たな卸資産の増減額（△は増加） 57,002

仕入債務の増減額（△は減少） △237,530

その他 291,227

小計 3,734,358

利息及び配当金の受取額 36,337

利息の支払額 △28,915

法人税等の支払額 △1,600,771

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,141,009

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △682,775

店舗売却による収入 123,556

出資金の払込による支出 ※1
 △359,040

その他 △28,958

投資活動によるキャッシュ・フロー △947,218

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,400,000

短期借入金の返済による支出 △4,200,000

長期借入金の返済による支出 △239,850

配当金の支払額 △590,629

その他 △66,795

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,697,274

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,920

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △508,403

現金及び現金同等物の期首残高 5,700,873

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※2
 5,192,470
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【当第３四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成23年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,068,337

減価償却費 720,423

減損損失 271,156

賞与引当金の増減額（△は減少） △108,902

退職給付引当金の増減額（△は減少） 56,191

受取利息及び受取配当金 △36,217

支払利息 18,997

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 118,253

売上債権の増減額（△は増加） 160,059

たな卸資産の増減額（△は増加） △15,780

仕入債務の増減額（△は減少） △192,445

その他 △247,872

小計 3,812,201

利息及び配当金の受取額 36,132

利息の支払額 △17,376

法人税等の支払額 △1,631,795

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,199,161

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △217,268

有形固定資産の取得による支出 △780,790

店舗売却による収入 331,611

有価証券の取得による支出 △499,914

有価証券の償還による収入 500,000

関係会社出資金の払込による支出 ※1
 △35,244

その他 △27,730

投資活動によるキャッシュ・フロー △729,336

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,000,000

短期借入金の返済による支出 △3,900,000

配当金の支払額 △638,518

その他 △102,531

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,641,049

現金及び現金同等物に係る換算差額 △53,709

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △224,933

現金及び現金同等物の期首残高 6,762,743

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※2
 6,537,809
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】

　当社は、第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成することとなりました。四半期連結財務諸表作成

のため基本となる重要な事項は以下のとおりであります。

 
 項目
 

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

１.連結の範囲に関する事項 　 連結子会社の数　　　　２社

　 連結子会社の名称　

　　　ICHIBANYA USA ,INC.　

　　　壹番屋香港有限公司

２.持分法の適用に関する事項 　持分法を適用した非連結子会社又は関連会社　

　　　該当なし

　持分法を適用していない非連結子会社又は関連会社

  関連会社の数　　　　　４社

  関連会社の名称

     上海好侍?哩客客壹番屋餐廳有限公司（中国）

   　台灣?哩好侍餐廳股?有限公司（台湾）

  　 韓国カレーハウス株式会社（韓国）

  　 ICHIBANYA MIDWEST ASIA CO.,LTD（タイ）

上記４社は当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性が無いため、

持分法の適用範囲から除外しております。　

３.連結子会社の事業年度等に関する事

項

　連結子会社であるICHIBANYA USA ,INC.及び壹番屋香港有限公司の決算日

は３月31日であります。

　四半期連結財務諸表の作成に当たっては、同四半期決算日現在（平成22年

12月31日）の財務諸表を使用しております。ただし、平成23年１月１日から

四半期連結決算日２月28日までの期間に発生した重要な取引については、

連結上必要な調整を行っております。

４.会計処理基準に関する事項

（１）重要な資産の評価基準及び評価方

法

　

①　有価証券

　イ　関連会社株式　　　移動平均法による原価法

　ロ　その他有価証券

　時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

　 　時価のないもの

　移動平均法による原価法

 

 

②　たな卸資産

　　イ　商品・製品・原材料・仕掛品

　総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定）

 

 

　　ロ　貯蔵品

　最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定）

（２）重要な減価償却資産の減価償却の

方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法

　ただし、平成10年６月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）については,定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物　　　７年～60年

機械装置及び運搬具　５年～12年

 ②　無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法

　なお、ソフトウエア（自社利用）については、社内における利用可能

期間（５年）に基づいております。
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 項目
 

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

 

 

 

③　リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

　なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開

始日が平成20年５月31日以前のリース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

 

 

④　長期前払費用

　定額法

（３）重要な引当金の計上基準 

 

①　貸倒引当金

　売上債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能

性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

 

 

②　賞与引当金

　従業員に対する賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、当

四半期連結累計期間負担額を計上しております。

 

 

 

 

③　退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付

債務の見込額のうち、当四半期連結累計期間において発生していると見

込まれる額を計上しております。

　なお、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（３年間）による定額法により按分した額をそれぞれ

発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

　また、過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数（３年間）による定額法により按分した額をそれぞれ発生

の期から費用処理しております。

　 ④　債務保証損失引当金

　債務保証に係る損失に備えるため、被保証先の財政状態等を勘案し損

失負担見込額を計上しております。

（４）重要な外貨建の資産又は負債の本

邦通貨への換算の基準 

　

　外貨建金銭債権債務は、四半期連結決算日の直物為替相場により円貨

に換算し、換算差額は損益として処理しております。なお、在外子会社の

資産及び負債は、四半期連結決算日の直物為替相場により円貨換算し、

収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の

部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めて計上しており

ます。　

（５）その他の連結財務諸表作成のため

の重要な事項　

　消費税等の会計処理方法

　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

５.連結子会社の資産及び負債の評価に

関する事項

　連結子会社の資産及び負債の評価については、全面時価評価法を採用

しております。

６.四半期連結キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ価

値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に

償還期限の到来する短期投資からなります。
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【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

（資産除去債務に関する会計基準の適用）

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用して

おります。

　これにより、営業利益9,396千円、経常利益12,254千円、税金等調整前四半期純利益152,512千円がそれぞれ減少し

ております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は448,148千円であります。

　

　

　　

【簡便な会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年２月28日）

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は11,310,229千円で

あります。

　

２　保証債務

金融機関借入の保証

　

加盟店       2,469,346千円 　

　また、上記以外に加盟店の不動産賃貸借契約につい

て、1件の家賃の債務保証を行っております。　

　

　

前事業年度末
（平成22年５月31日）

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は10,822,189千円で

あります。

　

２　保証債務

金融機関借入の保証

　

加盟店       3,154,568千円 　

　また、上記以外に加盟店の不動産賃貸借契約につい

て、１件の家賃の債務保証を行っております。

　

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

　

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額は

次のとおりです。

　

運賃及び荷造費 1,400,566千円

貸倒引当金繰入額 36,942 

債務保証損失引当金繰入額 24,625 

給料及び手当 1,938,827 

賞与引当金繰入額 92,698 

雑給 2,573,984 

退職給付費用 49,624 

水道光熱費 636,166 

消耗品費 574,873 

賃借料 1,501,277 

　

※２　受取和解金は過年度の過払い水道光熱費に係わる和

解金であります。

　

※３　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 　

建物 47,573千円

構築物 2,174 

機械及び装置 802 

工具、器具及び備品 6,600 

退店に伴う原状復帰費用等 14,395 

計 71,546 
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前第３四半期累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

　

※４　減損損失

　当社では、減損の兆候を判定するに当たっては、原則

として、店舗資産、賃貸資産及び本社等の共用資産に分

類し、それぞれにおいて独立したキャッシュ・フロー

を生成する最小単位にグルーピングしております。

　当社は当第３四半期累計期間において、店舗資産につ

いて、収益性の低下により、以下の店舗の帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（

448,169千円）として特別損失に計上いたしました。

　

 （千円）

地域 主な用途 種類 減損損失

店

舗

北海道 CoCo壱番屋２店 建物等 3,332

青森県 CoCo壱番屋１店 建物 20,072

茨城県 CoCo壱番屋１店 建物等 14,373

群馬県 CoCo壱番屋１店 建物 8,714

千葉県 CoCo壱番屋２店 建物等 32,683

東京都

CoCo壱番屋４店

パスタ・デ・ココ１店

麺屋１店

 建物等 105,516

富山県 CoCo壱番屋１店 建物 1,191

山形県 CoCo壱番屋１店 その他 491

静岡県 CoCo壱番屋２店 建物等 15,512

愛知県

CoCo壱番屋３店

パスタ・デ・ココ７店

麺屋２店

 建物等 117,510

三重県 CoCo壱番屋１店 建物等 4,971

大阪府 CoCo壱番屋２店 建物等 27,295

兵庫県 CoCo壱番屋４店 建物等 11,591

広島県 CoCo壱番屋２店 建物等 21,164

福岡県 CoCo壱番屋１店 建物等 13,568

佐賀県 CoCo壱番屋１店 建物等 12,709

熊本県 CoCo壱番屋３店 建物等 25,893

沖縄県 CoCo壱番屋１店 建物 11,576

合計

CoCo壱番屋33店

パスタ・デ・ココ８店

麺屋３店

 448,169
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前第３四半期累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

　

※地域ごとの減損損失の内訳 　

〔店舗〕 （千円）

北海道 3,332（建物2,953、その他378）

青森県 20,072（建物20,072）

茨城県 14,373（建物13,505、その他868）

群馬県 8,714（建物8,714）

千葉県 32,683（建物32,336、その他346）

東京都 105,516（建物98,557、その他6,958）

富山県 1,191（建物1,191）

山形県 491（その他491）

静岡県 15,512（建物10,282、その他5,229）

愛知県 117,510（建物105,831、その他11,678）

三重県 4,971（建物4,175、その他795）

大阪府 27,295（建物24,609、その他2,685）

兵庫県 11,591（建物10,381、その他1,210）

広島県 21,164（建物19,958、その他1,206）

福岡県 13,568（建物12,304、その他1,264）

佐賀県 12,709（建物12,027、その他681）

熊本県 25,893（建物24,669、その他1,223）

沖縄県 11,576（建物11,576）

　

　なお、当資産グループの回収可能価額を正味売却価額

により算定している場合には主として路線価評価額に

よっており、使用価値により算定している場合には、将

来キャッシュ・フローを５％で割り引いて算定してお

ります。

　

　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

　

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額は

次のとおりです。

　

運賃及び荷造費 1,388,042千円

貸倒引当金繰入額 5,611 

給料及び手当 1,862,646 

賞与引当金繰入額 89,753 

雑給 2,686,305 

退職給付費用 61,572 

水道光熱費 661,366 

消耗品費 577,244 

賃借料 1,458,081 

　

※２　受取補償金は店舗の撤退等に伴う営業補償金等であ

ります。
　

※３　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 　

建物及び構築物 43,585千円

その他 3,531 

計 47,117 
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

　

※４　減損損失

　当社グループでは、減損の兆候を判定するに当たって

は、原則として、店舗資産、賃貸資産及び本社等の共用

資産に分類し、それぞれにおいて独立したキャッシュ

・フローを生成する最小単位にグルーピングしており

ます。

　当社グループは当第３四半期連結累計期間において、

店舗資産について、収益性の低下により、以下の店舗の

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減

損損失（271,156千円）として特別損失に計上いたし

ました。

　

 （千円）

地域 主な用途 種類 減損損失

店
舗

　

山形県 CoCo壱番屋1店 建物等 14,856
埼玉県 CoCo壱番屋1店 建物等 13,115
東京都 CoCo壱番屋1店 建物等 23,064
神奈川県 CoCo壱番屋1店 建物等 15,913
長野県 CoCo壱番屋2店 建物等 23,054
静岡県 CoCo壱番屋1店 建物 18,094

愛知県

CoCo壱番屋4店
パスタ・デ・ココ
　3店
麺屋2店

建物等 130,465

三重県
CoCo壱番屋1店
パスタ・デ・ココ
　1店

建物等 11,739

大阪府 CoCo壱番屋1店 建物等 1,146
熊本県 CoCo壱番屋1店 建物等 1,596
大分県 CoCo壱番屋1店 建物 3,978
沖縄県 CoCo壱番屋2店 建物等 14,130

 合計

CoCo壱番屋17店
パスタ・デ・ココ
　4店
麺屋2店

 271,156

 

　

※地域ごとの減損損失の内訳 　

〔店舗〕 単位：千円

山形県 14,856（建物14,067、その他789）

埼玉県 13,115（建物12,905、その他210）

東京都 23,064（建物21,387、その他1,677）

神奈川県 15,913（建物15,269、その他644）

長野県 23,054（建物21,632、その他1,421）

静岡県 18,094（建物18,094）

愛知県 130,465（建物103,831、その他26,634）

三重県 11,739（建物10,473、その他1,265）

大阪府 1,146（建物785、その他361）

熊本県 1,596（建物1,260、その他336）

大分県 3,978（建物3,978）

沖縄県 14,130（建物14,048、その他81）

　

　なお、当資産グループの回収可能価額を正味売却価額

により算定している場合には主として路線価評価額に

よっており、使用価値により算定している場合には、将

来キャッシュ・フローを５％で割り引いて算定してお

ります。
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前第３四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

　

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額は

次のとおりです。

　

運搬及び荷造費 457,107千円

給料及び手当 635,422 

賞与引当金繰入額 92,698 

雑給 880,676 

退職給付費用 13,208 

水道光熱費 204,548 

消耗品費 184,181 

賃借料 490,783 

　

※２　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 　

建物 15,053千円

工具、器具及び備品 1,933 

退店に伴う原状復帰費用等 4,947 

計 21,933 
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前第３四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

　

※３　減損損失

　当社では、減損の兆候を判定するに当たっては、原則

として、店舗資産、賃貸資産及び本社等の共用資産に分

類し、それぞれにおいて独立したキャッシュ・フロー

を生成する最小単位にグルーピングしております。

　当社は当第３四半期会計期間において、店舗資産につ

いて、収益性の低下により、以下の店舗の帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（

117,312千円）として特別損失に計上いたしました。

　

 （千円）

地域 主な用途 種類 減損損失

店

舗

群馬県 CoCo壱番屋１店 建物 8,714

東京都

CoCo壱番屋１店

パスタ・デ・ココ

１店

 建物等 27,621

静岡県 CoCo壱番屋２店 建物等 15,512

愛知県

CoCo壱番屋２店

パスタ・デ・ココ

１店

 建物等 30,677

大阪府 CoCo壱番屋１店 建物等 12,828

兵庫県 CoCo壱番屋１店 建物 10,381

沖縄県 CoCo壱番屋１店 建物 11,576

合計

CoCo壱番屋９店

パスタ・デ・ココ

２店

 117,312

 

　

※地域ごとの減損損失の内訳 　

〔店舗〕 （千円）

群馬県 8,714（建物 8,714）

東京都 27,621（建物 26,497、その他1,124）

静岡県 15,512（建物 10,282、その他5,229）

愛知県 30,677（建物 26,847、その他3,829）

大阪府 12,828（建物 10,428、その他2,399）

兵庫県 10,381（建物 10,381）

沖縄県 11,576（建物 11,576）

　

　なお、当資産グループの回収可能価額を正味売却価額

により算定している場合には主として路線価評価額に

よっており、使用価値により算定している場合には、将

来キャッシュ・フローを５％で割り引いて算定してお

ります。
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当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

　

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額は

次のとおりです。

　

運賃及び荷造費 469,017千円

給料及び手当 613,907　

賞与引当金繰入額 89,953 

雑給 890,222 

退職給付費用 21,190 

水道光熱費 208,396 

消耗品費 184,614 

賃借料 476,638 

　

※２　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 　

建物及び構築物 10,393千円

その他 1,324 

計 11,717 

　

※３　減損損失

　当社グループでは、減損の兆候を判定するに当たって

は、原則として、店舗資産、賃貸資産及び本社等の共用

資産に分類し、それぞれにおいて独立したキャッシュ

・フローを生成する最小単位にグルーピングしており

ます。

　当社グループは当第３四半期連結会計期間において、

店舗資産について、収益性の低下により、以下の店舗の

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減

損損失（29,354千円）として特別損失に計上いたしま

した。

　

 （千円）

地域 主な用途 種類 減損損失

店

舗

埼玉県 CoCo壱番屋１店 建物等 13,115

神奈川県 CoCo壱番屋１店 建物等 6,156

愛知県 CoCo壱番屋１店 建物 3,625

三重県 CoCo壱番屋１店 建物等 439

大阪府 CoCo壱番屋１店 建物等 1,146

大分県 CoCo壱番屋１店 建物 3,978

沖縄県 CoCo壱番屋１店 建物等 891

合計 CoCo壱番屋７店  29,354

 

　

※地域ごとの減損損失の内訳 　

〔店舗〕 （千円）

埼玉県 13,115（建物 12,905、その他210）

神奈川県 6,156（建物 5,512、その他644）

愛知県 3,625（建物 3,625）

三重県 439（建物 289、その他149）

大阪府 1,146（建物 785、その他361）

大分県 3,978（建物 3,978）

沖縄県 891（建物 810、その他81）

 

　なお、当資産グループの回収可能価額を正味売却価額

により算定している場合には主として路線価評価額に

よっており、使用価値により算定している場合には、将

来キャッシュ・フローを５％で割り引いて算定してお

ります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

　

 ※１ 出資金の払込による支出は新規会社設立による支出

であります。

　

※２ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に記載されている科目の金額との関係

　

                     　　　（平成22年２月28日現在） 　

現金及び預金勘定 5,192,470千円

現金及び現金同等物 5,192,470 

　

　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

　

 ※１ 関係会社の増資に伴う出資金の払込支出であります。　

※２ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

　

                     　　　（平成23年２月28日現在） 　

現金及び預金勘定 6,743,076千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △205,267　

現金及び現金同等物 6,537,809 
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成22年６月１日　至平

成23年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式　　　　　　　　　　15,963,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　　　　　　　　　　　　　　50株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年8月24日

定時株主総会
普通株式 638,518 40平成22年５月31日平成22年8月25日利益剰余金

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループにおいては、飲食事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

　

(追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年２月28日）

　

１株当たり純資産額 1,296.91円 　

前事業年度末
（平成22年５月31日）

　

１株当たり純資産額 1,231.93円 　

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

　

１株当たり四半期純利益金額 77.93円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

　

四半期純利益（千円） 1,224,071 　

普通株主に帰属しない金額（千円） － 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,224,071 　

期中平均株式数（千株） 15,962 　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

　

１株当たり四半期純利益金額 108.43円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

　

四半期純利益（千円） 1,730,911 　

普通株主に帰属しない金額（千円） － 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,730,911 　

期中平均株式数（千株） 15,962 　
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前第３四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

　

１株当たり四半期純利益金額 29.94円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

　

四半期純利益（千円） 477,994 　

普通株主に帰属しない金額（千円） － 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 477,994 　

期中平均株式数（千株） 15,962 　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

　

１株当たり四半期純利益金額 43.24円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

　

四半期純利益（千円） 690,224 　

普通株主に帰属しない金額（千円） － 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 690,224 　

期中平均株式数（千株） 15,962 　

　

　

（重要な後発事象）

　 　   平成23年３月11日に発生しました東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）により、当社の店舗及び栃木県にある工

場の設備等を損傷するなどの被害が発生し、一部の店舗で現在も営業を停止しております。

　　　　店舗及び工場の復旧作業は進んでおり、原状回復に大きな支障は生じておりませんが、今後、計画停電等の状況次第で

は、関東・東北地区の一部の店舗が通常通り営業できない可能性があります。

　　　　なお、現時点では損害額及び当四半期連結財務諸表に係る四半期連結会計期間が属する連結会計年度(当四半期連結

会計期間における四半期連結累計期間を除く。）以降における当社グループの業績への影響を見積もることは困難

であります。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年４月７日

株式会社壱番屋

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松井　夏樹 　印　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　晴久　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社壱番屋の平

成21年６月１日から平成22年５月31日までの第28期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年12月１日から平成22年２月

28日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年６月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社壱番屋の平成22年２月28日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四

半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年４月４日

株式会社壱番屋

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松井　夏樹 　印　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　晴久　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社壱番屋の平

成22年６月１日から平成23年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年12月１日から平成23年２

月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年６月１日から平成23年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社壱番屋及び連結子会社の平成23年２月28日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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